
動物プランクトン

個体数
（個体／l）

繊毛虫類 Codonella cratera 80

個体数
（個体／l）

輪 虫 類 Polyarthra vulgaris 40

＊個体数については、プランクトンネットで採取したものを直接検鏡して計測した。

第　　１　　優　　占　　種

第　　２　　優　　占　　種

水  質  科

植 物 プ ラ ン ク ト ン 第 51報

細 胞 数
（群 体 数 ） 数 体 積

（黄 鞭 ） D in o b ry o n  b a v a r ic um 45

（黄 鞭 ） C h ro m u lin a  sp . 6 0

（黄 鞭 ） C h ry sa m o eb a  ra d ia n s 30

（黄 鞭 ） M a llo m o na s  sp . 1 0

（珪 ） M e lo s ira  g ra n u la ta  v a r . a n gu s t is s im a 10
（珪 ） C yc lo te lla  g lo m e ra ta 1 2 00 ◎ ◎

（珪 ） A ste r io n e lla  fo rm o sa 33

（珪 ） S yne d ra  a c u s 10

（珪 ） N av ic u la  sp . 1 0

（渦 ） P e r id in ium  b e ro lin e n se 10

（渦 ） P e r id in ium  p en a rd ifo rm e 10

（褐 ） C ryp to m o n as  sp . 1 6 0 ○

（褐 ） R ho d o m o nas  sp . 4 0 0 ○

（み ） T rach e lo m o n a s  o b lo n ga 20

（緑 ） C lo s te r ium  a c ic u la re  v a r . s u b p ro n um 1

（緑 ） S ta u ra s trum  d o rs id e n t ife ru m  v a r . o rn a tu m 1
（他 ） そ の 他 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 10

（藍 ） 藍 藻 綱 0 0 .0 0 .0

（黄 ） 黄 緑 藻 綱 0 0 .0 0 .0

（黄 鞭 ） 黄 色 鞭 毛 藻 綱 14 5 7 .2 1 7 .7

（珪 ） 珪 藻 綱 12 63 62 .5 3 9 .9

（渦 ） 渦 鞭 毛 藻 綱 20 1 .0 1 .2

（褐 ） 褐 色 鞭 毛 藻 綱 56 0 27 .7 3 6 .5

（み ） み ど り 虫 藻 綱 20 1 .0 0 .2

（緑 ） 緑 藻 綱 2 0 .1 4 .4

（他 ） そ の 他 の プ ラ ン ク ト ン 10 0 .5 0 .0

総       細       胞      数 20 20 総 体 積
種           類           数 17 （μ ｍ

3
）

注 １ ） 細 胞 数 の 単 位 は （細 胞 ／ m l）

た だ し ＊ 印 の 種 は 群 体 数 （ 群 体 ／ m l）

注 ２ ） 優 占 種 は ◎ が 第 １ 優 占 種 、 ○ が 第 ２ 優 占 種

数 字 は 各 綱 ご と の 占 有 率 （単 位 ：％ ）

注 ３ ） 細 胞 体 積 は 、 顕 微 鏡 観 察 に よ る 画 像 か ら

試 験 的 に 推 定 し た 概 算 値 で あ る 。

9 .3 0E + 05

瀬 田 川 プ ラ ン ク ト ン 調 査 結 果 速 報

優 占 種 （占 有 率 ）
（綱 ）　 種 　 　 　 　 　 名

滋 賀 県 立 衛 生 環 境 セ ン タ ー

平 成 1 3年 3月 26日

植物プランクトン第１優占種

動物プランクトン第１優占種

Cyclotella glomerata
（ヒメマルケイソウ）

珪藻綱

多数が鎖状に結合して群体をなす。

繊毛虫類

壺のような固い殻を持ち、その殻は砂粒を

含む。色は黒色で、前が開いていて、その

後ろにくびれがある。

殻面は円形で、その直径は４～１０μｍ

と小さい。

Codonella cratera
（スナカラムシ）

コメント：
植物物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは引きつづきｷｸﾛﾃﾗｸﾞﾛﾒﾗｰﾀが多かった。動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ優占種のｺﾄﾞﾈﾗ
ｸﾗﾃﾗはこれまでﾁﾝﾁﾉﾌﾟｼｽｸﾗﾃﾗとして報告してきた種で、世界的にｺﾄﾞﾈﾗとされている
ので今回の報告から変更した。１年間の総細胞数の変動及び藍藻綱の群体数の変動
はｸﾞﾗﾌの様になった。植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの中ではｳﾛｸﾞﾚﾅ、ｹﾗｽﾄﾙﾑｶﾝﾌﾞﾘｸﾑ、ｷｸﾛﾃﾗｸﾞﾛﾒ
ﾗｰﾀが増加した時に総細胞数が高くなった。藍藻は少なかったが８月にｵｼﾗﾄﾘｱｶﾜﾑﾗｴ
が多く見られ、１１月には一時ｱﾌｧﾆｿﾞﾒﾉﾝﾌﾛｽｱｸｱｴが増加した。

平成１２年度総細胞数と藍藻群体数の変動
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